
平成２９年に策定した「男鹿市公共施設等総合管理計画」に基づき、策定するものです。

本計画の策定に当たっては、中⾧期的な視点による計画的な施設保全とライフサイクルコストの縮減、財

政負担の平準化等を図ることを目的に、施設の今後の基本方針及びマネジメント方針等を定めます。

第１期個別施設計画（概略版）

１．背景と目的

本計画は、計画終期を総合管理計画と合わせ令和２８年度とし、計画期間を３期に分けて見直しを行いま

す。計画第１期の期間は、令和３年度から令和８年度までの６年間とします。

３ 計画の期間

インフラ施設、⾧寿命化計画策定済及び策定予定施設、５０㎡未満の小規模施設及び簡易構造建築物等

を除いた１８６施設、総延床面積１１４，７８５㎡を対象に作成します。

４ 計画対象施設

６ 施設のマネジメント方針

存続とした個別施設について、予防保全型の維持管理を行います。

本計画では、マネジメント方針を次の４つとします。

●⾧期マネジメント方針と第１期マネ

ジメントプランの作成
⾧期的な視点により建物を計画的に保全す

るため、改修更新サイクルを明らかにする

「⾧期マネジメント方針」と、計画期間内

の各施設の具体的な対策内容・対策費用を

記載する「第１期マネジメントプラン」を

作成します。

●点検方法の確立
全庁で統一した点検方法により、定期的な

自主点検を実施します。点検結果の履歴を

蓄積し、次回修繕計画の基礎資料として利

用します。

●目標使用年数の設定

施設の目標使用年数を設定し、計画的・予防的

な保全を実施します。「建築物の耐久計画に関

する考え方」（日本建築学会）を参考に、⾧寿

命化予定施設は80年以上、一般施設は非木造が

60年以上、木造が40年以上とします。

●⾧寿命化の推進
施設構造に合わせ適切な保全対応（予防保全）

を行い施設の⾧寿命化を図ります。⾧寿命化予

定施設は、躯体健全性調査を行い、築２０年前

後に中規模改修、築４０年前後に大規模改修又

は⾧寿命化改修、築６０年前後に中規模改修を

実施します。

第１期マネジメントプランの対策費用（概算）と主な対策内容は下記表のとおりとなります。

対策の優先順位については、施設機能の重要性や緊急度、目標使用年数の残年数などにより、総

合的に検討します。

個別施設ごとの具体的なマネジメントプランの作成等の

ため、基本方針を定めます。

基本方針は、本計画終期（令和28年度）までの⾧期的な

方針となるもので、施設の運営状況や建物の状態、今後

の維持管理費用、市民ニーズの状況等を調査・勘案し、

総合管理計画や男鹿市総合計画に基づき、方向性を示す

ものです。今後、施設のあり方についての議論の深まり

や、個別の再編計画の進捗、各種計画及び財政状況など

を総合的に判断し、適宜見直しを行います。

５ 個別施設の今後の基本方針

２ 計画の位置付け

７ 第１期マネジメントプランの対策費用と主な対策内容

総合管理計画の基本方針及び実施方針を推進するため、

具体的な取り組みを示した「実施計画」として位置付け

ます。また、国において平成25年に策定した「インフラ

⾧寿命化基本計画」で定める

個別施設毎の⾧寿命化計画

（個別施設計画）の位置づ

けとなります。


